
6月2日（月）
▪観光かごしま大キャンペーン推進協議会
通常総会

6月3日（火）
▪令和７年度「将来世代応援企業賞」授賞式

6月4日（水）
▪鹿児島県開発促進協議会総会

6月8日（日）
▪薩摩藩英国留学生学生渡欧160周年記念
黎明祭

6月15日（日）
▪国道10号隼人道路「隼人東IC～加治木IC」
4車線化工事完成式

6月27日（金）
▪世界文化遺産「明治日本の産業革命遺産」
登録10周年ＰＲポップ設置式
6月30日（月）
▪地球環境を守るかごしま県民運動推進大会

7月5日（土）
▪知事とのふれあい対話（大島地域（喜界町））

7月12日（土）
▪世界文化遺産「明治日本の産業革命遺産」
登録10周年記念シンポジウム開催

7月18日（金）～8月3日（日）
▪第46回霧島国際音楽祭

7月19日（土）
▪トカラ列島近海地震の現地調査

7月23日（水）
▪令和７年度火山防災強化推進
都道府県連盟総会

8月10日（日）
▪令和７年８月７日からの大雨に関する
現地調査

8月19日（火）～25日（月）
▪第16回 南の宝箱 鹿児島 ふるさと物産展

8月20日（水）
▪県大隅加工技術研究センター開所10周年
シンポジウム
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鹿児島のシンボル的百貨店である山形
屋で「第16回南の宝箱 鹿児島 ふるさと物
産展」が７日間にわたって開催されました。
会場では農畜水産加工品や特産品、工
芸品など、鹿児島のすばらしい宝物がとり
そろえられ、会場は多くの県民、観光客の
皆さまで賑わっていました。
多くの方々に鹿児島の特産品に親しみ、
味わっていただくことで、ふるさと鹿児島の
魅力を再発見・発掘していただく貴重な機
会となりました。
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日本で最も歴史のある霧島国際音楽
祭。46回目を迎える今年も国内外から
著名なアーティストを迎え、みやまコン
セールをメイン会場に県内各地でコン
サートを開催したほか、若手音楽家にレ
ベルの高いレッスンを行うマスタークラ
ス（講習会）を実施しました。
今回の音楽祭では、ヴァイオリニスト
のセルゲイ・クリーロフ氏によるヴァイオ
リン協奏曲やピアニストのエリソ・ヴィル
サラーゼ氏によるピアノ協奏曲など、ロ
マンティックで情熱的な演奏が披露さ
れ、演奏後には鳴り止まない拍手が送
られ、多くの歓声が上がっていました。
県としても、本音楽祭がこれからも地
域の皆さまに愛され、また、アジアを代
表する音楽祭として、さらに充実・発展
するよう努めてまいります。
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霧島市と姶良市で、8月7日か
らの大雨による被害状況を現地
で調査しました。
このたびの大雨でお亡くなり
になった方へ深い哀悼の意を表
しますとともに、被災された皆さ
まへ心よりお見舞い申し上げま
す。
現場を訪れ、被害の状況から

自然の威力の大きさを改めて実
感しました。
県としても引き続き国や市町
村と連携し、日常生活への影響
を解消しながら、県民の皆さま
が安心して暮らせるよう取り組
んでまいります。
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国道10号隼人道路「隼人東IC～加治木IC」4車
線化工事が完成しました。
これにより、朝夕の通勤時や大型連休時などの
交通渋滞が緩和され、並行する国道10号の混雑
も減り、対向車線への飛び出し事故も防げるた
め、安全でスムーズな交通が期待されます。さらに、災害
時の対応力強化や産業・観光の活性化にもつながります。
県では、東九州自動車道
の未整備区間の解消や暫定
2車線区間の4車線化を進め
るため、国や西日本高速道
路株式会社など関係機関と
連携し、引き続きしっかりと
取り組んでまいります。

本遺産が、本年７月に登録10周年の節目を迎え
たことから、「その価値・意義の見つめ直しと次世
代への継承」をテーマに記念シンポジウムを開催
しました。
「関吉の疎水溝」を舞台に短編ミステリー小説を
執筆された佐藤青南氏の記念トークや、専門家等
による基調講演、パネルディスカッションを実施しました。
当日は、インターネット配信と合わせて、多くの方にご
参加いただき、産業国家日本の原点を改めて見つめ直す
貴重な機会となりました。
当日の模様は、県ホームペー
ジで配信しています。
ぜひご視聴ください。

▲ 視聴はこちら

写真入りで紹介
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県政の き動

6月1日［日］～8月31日［日］


